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ーー吉岡町手話サークルぶどうの会とは。
岩崎さん　平成 16 年度の吉岡町手話講習会の受
講生から「講習会終了後も手話学習を続けていき
たい」という希望があり、平成 17 年４月より「吉
岡町手話学習会」がスタートしました。さらに会
員を増やしたい、学習回数を増やしたいとの思い
から、平成 22 年「会員がぶどうの一粒一粒、み
んなで集まって、吉岡町名産のぶどうのような実
りある会にしていこう」という願いを込めて「ぶ
どうの会」と会の名前も変更し、新たなスタート
を切りました。活動日は北下東部公民館で毎週水
曜日の午後７時から９時まで、勉強会やゲームな
どのレクリエーションも交え楽しく活動中です。
ーー会長としてどのようなお仕事をしていますか。
諏訪さん　日々の活動や交流行事・イベントなど
のまとめ役、社会福祉協議会や役場との連絡・調
整をしています。
ーー吉岡町で手話への理解・普及については、ど
のような取り組みをしていますか。
諏訪さん　今年の８月に、町内の学童クラブでの
手話教室を実施しました。ふるさと祭りでの手話

体験も毎年行っています。また、毎週木曜日に行
われている役場職員の手話勉強会にも参加してい
ます。
ーー活動していてよかったことは。
岩崎さん　手話のイベントを通して、手話に興味
を持ってくれる人が増えています。交流した子ど
もたちと再会したときにあいさつしてくれること
や、手話に興味を持った子どもたちが家族にも話
をしてくれて、その家族の人も手話に興味を持っ
てくれていること、そのような手話への理解の広
がりに、大変うれしく思っています。
ーー町議会や町政に望むことはありますか。
岩崎さん　障害による差別のない、暮らしやすい
社会へ向けて取り組んでほしいです。また、避難
所での支援を必要とする目印になるバンダナの準
備をしてほしいです。
ーー町民の皆さまへ一言お願いします。
諏訪さん　聴覚障害は見た目では分からない障害
です。また、手話は聴覚障害者には言語であります。
このことへの理解が吉岡町でも広がることを期待
します。

諏訪さん（写真  中央）

岩崎さん（写真  右）
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吉岡町手話サークルぶどうの会

会　長　諏
す

訪
わ

　美
み ゆ き

由紀 さん　　

副会長　岩
い わ

崎
さ き

　真
ま り え

理江 さん インタビュアーの春山議員・藤多議員と

　特集　ひと☆人

手話は言語



議会での動き
令和元年 12 月　町長より手話言語条例が提案され、議会は賛成

多数で可決。
令和５年12 月　一般質問での提案により、全国手話言語市区長会

に加入（町村長は準会員での加入となる）。
令和６年   ９月　一般質問での提案により、手話言語国際デーとなる

９月23日に庁舎のブルーライトアップを実施。

　子どものときに手話に触れる機会がある
と、少しでも身近に思ってもらえると思い
ます。私が手話に興味を持ったきっかけは、
ドラマ「愛していると言ってくれ」でした。

（ぶどうの会　会員）

　以前はろう者が手話をしている
と、ばかにされたような目で見ら
れたが、今は「手話ができるんだ」
と、かっこいいと思われるように
なりました。簡単なあいさつの手
話をみんなが使えるようになれば
いいなと思います。

（ぶどうの会　会員）

　「吉岡町手話言語条例」が制定
されてから、役場の人に手話で
あいさつされ、とてもうれしかっ
たです。ぶどうの会でイベント
に参加したり、手話ソングなど、
手話での交流ができることが楽
しかったです。役場に手話ので
きる人を置いてほしいです。
（聴覚障害者福祉協会　会員）

　手話禁止となっていた頃からみると、今は違和感なく手話ができるよ
うになったり、理解されてきたことがうれしいです。最近は新しい手話
が急激に増えていることに驚いています。（聴覚障害者福祉協会　会員）

　私は子どもが成人になったことを機にボランティアを始め、手話の
勉強をし、手話通訳になったときに夫と出会いました。手話は私たち
夫婦にとってなくてはならない言語です。若い人たちが手話通訳を目
指していることに期待しています。　　　　　　　（ぶどうの会　会員）
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藤
ふ じ た

多ゆかり 議員春
はるやま

山  和
かずひさ

久 議員

私たちが聴きました
　皆さんに聴きました

手話の理解と普及に向けて
　議会広報常任委員が、町の課題について、関係する住民の皆さんにイ
ンタビューして、意見や思いを聴きます。今回のテーマは手話が聴覚障
害者にとって言語であることへの理解とその普及について、皆さんにお
聴きしました。

　まずは聴覚障害を理解した上で手話を
コミュニケーションの一つの方法として
使ってほしいです。手話教室など手話に
触れる機会を増やしてほしいです。

（聴覚障害者福祉協会　会員）



令
和
５
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各
会
計

決
算
を
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し
ま
し
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一
般
会
計
、
特
別
会
計
４
会

計
お
よ
び
企
業
会
計
２
会
計
を

認
定
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の

主
な
質
疑
お
よ
び
各
会
計
決
算

状
況
に
つ
い
て
は
６
・
７
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

小
・
中
学
校
の
施
設
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す

　
小
・
中
学
校
の
施
設
を
地
域

に
開
放
す
る
た
め
、
学
校
の
校

庭
や
体
育
館
の
利
用
時
間
や
使

用
料
な
ど
を
条
例
で
定
め
ま
し

た
。
詳
細
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
予
定
で
す
。

※
よ
し
タ
ク
助
成
金
を

増
額
し
ま
す

増
額
補
正　
３
０
８
万
円

　
令
和
６
年
度
よ
り
、
タ
ク
シ

ー
利
用
助
成
券
に
つ
い
て
、
最

大
利
用
枚
数
が
２
枚
か
ら
４
枚

へ
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
る
利
用
増
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
助
成
金
の
増
額
を
行
い

ま
し
た
。

高
齢
者
・
受
験
生
の

予
防
接
種
を
助
成
し
ま
す

増
額
補
正　
４
４
０
０
万
円

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
重
症

化
の
リ
ス
ク
の
あ
る
60
歳
以
上

の
人
へ
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
と
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
が
、

10
月
よ
り
開
始
さ
れ
ま
す
。
助

成
に
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
は
自
己
負
担
３
千
円
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
は
千
円
で
接
種
可

能
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
受
験
生
へ
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
と
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
額
の
一
部
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

詳
細
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
ま
す
。

吉岡中体育館

生
ご
み
処
理
機

購
入
補
助
を
拡
充
し
ま
す

増
額
補
正　
１
０
０
万
円

　
生
ご
み
減
量
の
普
及
啓
発
を

目
的
に
、
電
動
式
生
ご
み
処
理

機
の
購
入
補
助
金
の
増
額
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
電
動
式
は

高
額
の
た
め
、
補
助
率
を
２
分

の
１
か
ら
５
分
の
４
に
し
、
上

限
額
を
５
万
円
と
し
ま
し
た
。

学
童
ク
ラ
ブ
を増

築
し
ま
す

増
額
補
正　
４
３
８
８
万
円

　
駒
寄
第
３
学
童
ク
ラ
ブ
を
増

築
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
定
員

が
40
人
増
え
ま
す
。
完
成
は
令

和
６
年
度
末
の
予
定
で
す
。

駒寄第３学童クラブ

タクシー利用助成券

見本

ミニ解説
※
よ
し
タ
ク

タ
ク
シ
ー
運
賃
等
助
成
事
業
の

こ
と
で
、
高
齢
者
な
ど
が
タ
ク

シ
ー
を
利
用
す
る
際
の
運
賃
の

一
部
を
町
が
助
成
し
て
い
ま
す
。
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　令和６年第３回定例会

議会でこんなことを決めました
　令和６年第３回定例会が開会されました。会期は９月２日から 13 日までの 12 日間でした。選挙１件、
議案 14 件、認定７件、同意１件、委員会発議２件が提案され、いずれも賛成多数で可決しました。また、
請願１件を一部採択としました。

▲インフルエンザ
　予防接種に
　ついてはこちら

▲新型コロナウイルス
　ワクチン接種に
　ついてはこちら



駒
寄
小
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
修
繕
し
ま
す

増
額
補
正　
２
５
５
万
円

　
駒
寄
小
の
中
校
舎
に
あ
る
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
校
舎
の
建
設

時
に
設
置
さ
れ
て
か
ら
20
年
ほ

ど
経
過
し
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
た
め
、
修
繕
工
事
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
校
舎
や
設
備
の
修

繕
に
対
応
す
る
た
め
関
連
予
算

の
増
額
を
行
い
ま
し
た
。

道
路
緊
急
補
修
費
用
が

増
額
さ
れ
ま
す

増
額
補
正　
１
０
２
０
万
円

　
町
道
に
空
い
た
穴
や
、
路
肩

の
状
況
が
危
険
な
場
所
を
緊
急

補
修
す
る
た
め
の
費
用
の
増
額

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
集
中

豪
雨
に
よ
る
側
溝
の
増
水
の
影

響
で
、
周
辺
の
住
宅
が
浸
水
す

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
下
野
田

地
区
の
排
水
路
の
整
備
事
業
を

２
件
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

賛
否
一
覧

病
児
の
預
か
り
事
業
を

補
助
し
ま
す

増
額
補
正　
５
９
４
万
円

　
こ
れ
ま
で
の
病
後
児
保
育
に

加
え
て
、
１
日
当
た
り
３
人
ま

で
の
病
児
の
保
育
が
新
た
に
開

始
さ
れ
る
た
め
、
事
業
を
行
う

町
内
の
小
児
科
に
「
病
児
保
育

事
業
補
助
金
」
を
支
出
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

事業を行う小児科

排水路整備を行う交差点（下野田）

選
挙
管
理
委
員
を
決
め
ま
し
た

　
選
挙
管
理
委
員
お
よ
び
補
充
員
の
任
期
が
９
月
20
日
で
満
了

と
な
る
た
め
、
議
会
で
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。
選
挙
は
指
名
推

薦
で
行
い
、
次
の
人
が
当
選
し
ま
し
た
。
任
期
は
４
年
で
す
。

新
し
い
教
育
委
員
を
同
意
し
ま
し
た

　
教
育
委
員
と
し
て
新
た
に
八
髙　
泉
さ
ん
（
北
下
）
を
任
命

す
る
こ
と
に
、
議
会
は
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
は
教
育
委
員
会
の
審
議
の
ほ
か
、
学
校
行
事
・
会

議
へ
の
参
加
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
ま
す
。
任
期
は
４

年
で
す
。

　
補
充
員

　
　
石い

し
い井　

義よ
し
は
る治

さ
ん
（
大
久
保
）　　
眞ま

し
も下　

吉よ
し
ゆ
き之

さ
ん
（
漆
原
）

　
　
森も

り
た田　

　
潔き

よ
しさ

ん
（
北
下
）　　
　
儘ま

ま
だ田　

良よ
し
ゆ
き幸

さ
ん
（
上
野
田
）

駒寄小エレベーター
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阿
あ く ざ わ

久澤  茂
しげる

さん
（大久保）

八
や こ う

髙　 泉
いずみ

さん
（北下）

神
じんぐう

宮  辰
た つ お

夫さん
（下野田）

萩
はぎわら

原  鈴
す ず よ

代さん
（漆原）

小
こばやし

林  稔
としゆき

幸さん
（小倉）

選挙管理委員



　HiBALI プランは、吉岡町が策定した教育推進の
基本構想。Hill-town Basis toward the Active 
Learning Innovation の頭文字をとった造語。町
の鳥「ひばり」にちなんでいます。ICT を活用し、
子どもたちの「自分で考える力」を育む先進的な取り
組みが大きく評価され、群馬県知事をはじめ、県内
外や海外から多くの機関・団体が視察に来ています。

Ｑ　現在、小・中学校では２つの学習支援ソフトを
使用しているが、高額な費用がかかっているので、
普段の授業や宿題で効果的に利用していけるよう
取り組んでいただきたいが。

Ａ　月ごとの利用状況は把握できているので、実態を
見ながら、教育委員会事務局から各学校に働きかけ
ている。今後は児童・生徒に貸与している端末（パ
ソコン・タブレット）の更新が予定されているので、
その更新に合わせて、学習支援ソフトの選考や、そ
の利用の仕方についても十分検討していきたい。

　現在、吉岡町は学童保育のニーズが高まり、学童
クラブの新築が続いています。令和５年度は、認定
こども園駒寄幼稚園が事業主体となり、定員 80 人
の学童クラブを整備しました。これにより、待機児童
を出すことなく保育環境の充実を図ることができまし
た。吉岡町は令和４年度から３年連続で待機児童ゼ
ロを持続しています。

Ｑ　新たな学童クラブの新築で、定員は何人増にな
ったのか。

Ａ　定員が 30 人増となり、駒寄幼稚園学童クラブ
全体の定員は 80 人となった。

Ｑ　学童の支援員の担い手不足という課題がある。
安定した支援員の確保について、今後どのように
取り組む考えなのか。

Ａ　支援員不足を解消するため、どのような対策を
取ったらよいのか、指定管理者の社会福祉協議会と
協議している。

HiBALIプラン関連費用

学童クラブを新たに開設

学習用情報端末リース料
…１４７５万円

学習支援ソフトの使用料
…１６４３万円

ICT 支援員派遣委託料
…５０１万円

駒寄幼稚園への施設整備補助金
…６１２６万円

情報端末を活用した授業（駒寄小）

新たに開設された駒寄幼稚園学童クラブ
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　令和５年度

町の決算を審査しました
　議長以外全員が所属する予算決算常任委員会が開会され、議長から付託された令和５年度決算を審査し、
それぞれ賛成多数で認定しました。委員会での主な質疑答弁、一般会計ほか各会計決算状況を紹介します。



デジタル田園都市国家構想交付金事業 …１９１０万円

能登半島地震の被災地支援 …３２万円

会　計　名 歳　　入 歳　　出
一般会計 ８１億５８３０万円 ８１億　６２６万円

特
別
会
計

学校給食事業 １億３９５５万円 １億３８８４万円
国民健康保険事業 １８億７７３５万円 １８億５６０６万円
介護保険事業 １５億５４４６万円 １４億５４６０万円
後期高齢者医療事業 ２億５１０７万円 ２億４５７０万円

企
業
会
計

水道事業
収益的収支 ４億４３９６万円 ４億１７３４万円
資本的収支 ３０００万円 ９６７５万円

下水道事業
収益的収支 ４億５３１４万円 ４億２７６３万円
資本的収支 ２億１６９７万円 ３億２９３８万円

（万円未満は四捨五入）令和５年度  会計別  決算ここも大事

繰越金
1億8250万円

分担金・負担金
263万円

その他収入
2億5981万円

地方交付税
14億5851万円

町債（借入金）
1億7524万円

その他交付金等
7億6057万円

議会費
8967万円

総務費
9億8042万円

民生費
35億8232万円

衛生費
8億2204万円

農林水産業費
3億2691万円

土木費
5億7723万円

消防費
3億5958万円

教育費
8億1521万円

借金返済金
4億6701万円

その他
8587万円

国・県支出金
24億1728万円

0.00.20.40.60.81.0

歳出
81億
626万円

町民の皆さんから
の税金など

高齢者・障害者福
祉や保育園、児童
手当など

行政の格差をなくすため
国から交付されたお金 予防接種・健診、

ごみ処理など

道路・橋・公園
などの維持補修
など

国・県などから
の補助金など

戸籍、交通安全、
選挙など

給食や小・中学校・スポーツ
施設の維持管理など

依
存
財
源
・１ ％

自 主

財
源
・９
％59
40歳入

81億
5830万円

町税
29億176円

　石川県内
う ち な だ

灘町への支援物資として、
町の備蓄から携帯トイレ２４００個を
提供。また、パックご飯とレトルト食
品それぞれ４００食を購入し提供し
ました。

Ｑ　内
う ち な だ

灘町には、どのような経緯
で支援することになったのか。

Ａ　以前に議会が視察に行った
ことがあったので支援先に決定
した。

 

セミセルフレジ

提供した支援物資

　役場窓口にキャッシュレス対応の
セミセルフレジ、Web での口座振替
の手続きを可能とする受付サービス、
マイナンバーカードにより各種証明
書を発行できるマルチコピー機や AI
を用いた議事録作成支援システムを
導入しました。

Ｑ　今後の交付金の申請について
はどのように考えているのか。

Ａ　令和５年度の事業の検証も
あり、令和６年度は申請しなか
ったが、令和７年度については
申請の方向で庁内での検討を進
めている。
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委
員
会
審
査
報
告

人
権
重
視
・
暴
力
追
放
は
重
要

　
住
民
間
や
自
治
会
内
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

は
、
議
会
は
不
介
入
で
あ
る
べ
き
で
す
。
し
か

し
、
人
権
重
視
の
取
り
組
み
や
暴
力
追
放
の
一

層
の
推
進
と
、
町
の
刊
行
物
が
住
民
に
適
正
に

届
く
こ
と
は
重
要
で
す
。こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、

議
長
よ
り
町
長
へ
の
申
し
入
れ
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
趣
旨
で
の
意
見
一
致
が
あ
り
、
請

願
項
目
１
・
２
を
一
部
採
択
と
し
ま
し
た
。

町
長
へ
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た

１　
人
権
重
視
の
取
り
組
み
の
一
層
の
推
進

２　
暴
力
追
放
の
取
り
組
み
の
一
層
の
推
進

３　
広
報
な
ど
町
の
刊
行
物
の
適
正
な
配
布

8

　総務産業常任委員会・文教厚生常任委員会

請願を連合審査しました
　９月 10 日に総務産業常任委員会が開会され、議長より付託された請願の審査について、文教厚生常任
委員会と連合審査し、賛成多数で一部採択としました。

件名・請願項目 提出者・紹介者 委員会結果 結果

請願
第２号

自治会に関する請願
請願項目
１　町内の嫌がらせ行為（人権問題）に対する指針
２　暴力団などの反社会的勢力への住民の向き合い方への
　示唆
３　自治会内で起こった名簿削除事件の解決

髙濱　英俊 
紹介者　小池　春雄

一部採択 
（全会一致）

一部採択 
（全会一致）

総務産業常任委員会
委員長　冨岡　栄一

議長　廣嶋　隆

請
願
と
陳
情

　
町
政
に
つ
い
て
要
望
や
意
見
な
ど
が
あ
る
場
合
、
町

議
会
に
対
し
て
請
願
書
や
陳
情
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
。
議
員
の
紹
介
が
あ
る
も
の
を
「
請
願
」、

な
い
も
の
を
「
陳
情
」
と
区
別
し
て
い
ま
す
。

連
合
審
査
と
は

　
議
案
の
内
容
が
他
の
委
員
会
の
所
管
事
項
に
関
連
す

る
事
件
で
あ
る
場
合
に
は
、
必
要
に
よ
り
当
該
委
員
会

と
協
議
し
て
、
連
合
し
て
審
査
を
行
う
も
の
で
す
。

 

こ
こ
が
知
り
た
い

　

 

ギ
カ
イ
の
イ
ロ
イ
ロ

　
　
請
願
・
陳
情
の
提
出
（
請
願
は
議
員
の
紹
介
が
必
要
）

　
　
【
本
会
議
】　
議
会
へ
の
上
程　
委
員
会
付
託

　
　
【
委
員
会
】　
委
員
会
で
の
審
査

　
　
【
本
会
議
】
審
査
結
果
の
報
告　
討
論
・
表
決

　
　
請
願
・
陳
情
者
へ
の
通
知　
意
見
書
な
ど
の
送
付

請
願
・
陳
情
の
進
め
方



請
願
の
一
部
採
択
と
は

　
請
願
の
一
部
採
択
と
は
、
提
出
さ
れ
た
請
願
の
一
部
ま

た
は
項
目
を
指
定
し
て
採
択
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
ま

た
、
請
願
の
趣
旨
は
妥
当
で
あ
る
が
、
実
現
性
の
面
で

確
信
が
持
て
な
い
と
い
っ
た
場
合
に
「
趣
旨
採
択
」
と

い
う
議
決
方
法
も
あ
り
ま
す
。

議
案
の
上
程
と
は

　
議
長
が
議
案
を
議
題
と
す
る
こ
と
で
す
。

審
議
と
審
査
の
違
い
と
は

　
審
議
と
は
、
本
会
議
で
議
案
な
ど
の
説
明
・
質
疑
・

討
論・採
決
を
行
う
一
連
の
過
程
の
こ
と
で
、
審
査
と
は
、

委
員
会
で
付
議
事
件
の
質
疑
・
討
論
を
し
、
委
員
会
と

し
て
の
結
論
を
出
す
一
連
の
過
程
の
こ
と
で
す
。

委
員
会
付
託
と
は

　
議
会
の
議
決
を
要
す
る
事
件
に
つ
い
て
、
議
会
の
議

決
に
先
立
っ
て
詳
し
く
検
討
を
加
え
る
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
担
当
の
委
員
会
に
審
査
や
調
査
を
委
託
す
る
こ
と

で
す
。

学校給食費の無償化を求める意見書（国に提出したもの）
　平成１７年に食育基本法が制定されたことを踏まえた平成２０年の学校給食法の改正により、同法の目的である
学校における食育の推進が規定されたところである。その意義は大きく、教科学習とともに学校教育の大きな柱と
なっている。
　学校給食法では、学校給食は、児童および生徒の心身の健全な発達に資するものであり、かつ児童および生徒の
食に関する正しい理解と適切な判断力を養う上で重要な役割を果たすものであるとされている。
　しかし、給食費の無償化を実施するにあたり、全国の自治体はその財政力から無償化の実施が困難な自治体もあり、
実施している自治体であってもその財源確保に苦慮している実態がある。義務教育における多岐にわたる保護者負
担の増大に対処するためには、学校給食費の無償化を子ども、子育て政策に位置づけることも重要である。学校教
育の一環としての豊かな学校給食を保障するとともに、全国のあらゆる学校での給食費を無償とするには、国の財
政措置が必要不可欠である。
　よって、国に対し、学校給食費の無償化の実現のため、十分な財政措置を講じることを強く求めるものである。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

9

　小・中学校給食費無償化

国と県に意見書を提出しました
 

こ
こ
が
知
り
た
い

　

 

ギ
カ
イ
の
イ
ロ
イ
ロ

　９月 13 日に本会議終了前に予算決算常任委員会が開会され、委員会発議で小・中学校の給食費の無償
化を求める意見書を国と県に提出することが決まり、国と県にそれぞれ提出しました。

件名・要旨 提出者 結果

発委
第２号

給食費の無償化を求める意見書の提出について…国に対し、学校給
食費の無償化の実現のため、十分な財政措置を求めるもの

予算決算常任委員会
委員長　飯島　衛

可決
（全会一致）

発委
第３号

給食費の無償化を求める意見書の提出について…県に対し、学校給
食費の無償化の実現のため、十分な財政措置を求めるもの

予算決算常任委員会
委員長　飯島　衛

可決
（全会一致）
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■山﨑  守人 議員 …………………１１ページ
１．上位大会に出場する際の町の対応は
２．楽器購入・修理の新たな施策は

■坂田  一広 議員 …………………１６ページ
１．「将来に責任ある行政」についての考えは
２．国指定史跡に向けた活動は

■秋山  光浩 議員 …………………１３ページ
１．保護司の安全対策の協力依頼は
２．スマート IC 名称変更は

■飯塚  憲治 議員 …………………１８ページ
１．保育園などの待機児童対策は
２．吉岡バイパス延伸　未着手なぜか

■大井  俊一 議員 …………………１５ページ
１．小・中学生の郷土愛の育み方は
２．小・中学生の熱中症対策は

■宮内  正晴 議員 ………………１９ページ
１．駒寄スマート IC 南交差点　右折信号の設置は

■富岡  大志 議員 …………………１２ページ
１．臨海学校の再実施を
２．「音楽の町」でプロモーションを

■小池  春雄 議員 …………………１７ページ
１．高齢者を敬う精神はどこへ
２．リバートピア吉岡の利用料値下げを
３．学校給食の無償化を

■飯島  衛 議員 ……………………１４ページ
１．コロナワクチンの助成で負担は
２．高齢者に見守りライトを

■藤多 ゆかり 議員 ………………１９ページ
１．幼保小の架け橋プログラムの取り組みは

■冨岡  栄一 議員 ………………２０ページ
１．産業団地関係者アンケート状況は

　一般質問

議員の知見と活動の集約
　一般質問は、町政全般にわたって、議員個人が執行機関に質問し見解を求めるものです。
議員の知見と活動の集約であり、議会活動の「花形」とも言われています。
　吉岡町議会では、質問・答弁をあわせて、１人６０分以内の持ち時間があります。 ▲本会議の様子を生中継

　録画でも配信



吉
岡
中
の
部
活
動
で
郡
大

会
・
渋
川
広
域
大
会
以
上

の
上
位
大
会
に
出
場
す
る
際
、

町
で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
が
取

ら
れ
て
い
る
か
。

町
で
は
、
保
護
者
負
担
の

軽
減
策
と
し
て
、
中
体
連

主
催
ま
た
は
共
催
、
も
し
く
は

後
援
す
る
県
大
会
お
よ
び
県
大

会
よ
り
も
上
位
大
会
へ
の
出
場

に
要
す
る
交
通
費
・
宿
泊
費
・

物
品
運
搬
費
・
参
加
料
な
ど
の

経
費
を
補
助
し
て
い
る
。
補
助

金
交
付
の
対
象
は
、登
録
選
手・

監
督
・
コ
ー
チ
お
よ
び
、
練
習

な
ど
に
必
要
な
最
少
人
員
の
児

童・生
徒
。
そ
の
ほ
か
の
生
徒・

保
護
者
に
つ
い
て
は
派
遣
支
援

の
対
象
外
と
し
て
い
る
。

に
、支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
利
用
と

と
も
に
、
保
護
者
の
経
費

的
負
担
軽
減
の
た
め
の
支
援
を

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

吹
奏
楽
部
は
大
会
出
場
の

際
、楽
器
の
数
が
足
り
ず
、

他
校
か
ら
貸
与
を
受
け
て
い

る
。
楽
器
の
購
入
・
修
理
の
た

め
の
新
た
な
施
策
が
あ
る
か
。

新
た
な
施
策
と
し
て
、
令

和
６
年
度
は
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
利
用
し
て
寄

付
を
募
り
、
楽
器
購
入
に
充
て

た
い
と
考
え
て
い
る
。

目
標
金
額
は
。

ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
２

社
を
利
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ

１
０
０
万
円
、
合
計
で
２
０
０

万
円
を
想
定
し
て
い
る
。

吉
岡
中
卒
業
生
か
ら
音
楽

に
関
わ
り
た
い
が
、
そ
の

機
会
が
な
い
と
聞
い
た
。
町
民

活
動
で
音
楽
に
特
化
し
た
活
動

は
で
き
な
い
の
か
。

住
民
参
加
型
事
業
と
し
て

「
よ
し
お
か
手
作
り
講
座
」

が
あ
る
。
講
座
に
音
楽
経
験
者

に
応
募
し
て
も
ら
い
、
活
用
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。

今
後
そ
の
活
動
が
広
が
れ

ば
、
吉
岡
町
は
音
楽
活
動

が
で
き
る
町
と
し
て
認
知
さ

れ
、
総
合
的
に
町
に
プ
ラ
ス
に

な
る
と
考
え
る
が
。

音
楽
を
愛
好
す
る
同
士
が

集
い
、
大
き
く
成
長
し
、

ひ
い
て
は
吉
岡
町
は
音
楽
活
動

が
で
き
る
町
と
し
て
、
認
知
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。　

問答

保護者の経済的負担軽減を

クラウドファンディング始まる

楽
器
購
入
・
修
理
の
新

た
な
施
策
は

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
利
用

過
去
に
登
録
外
選
手
の
移

動
で
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
利

用
を
許
可
し
て
い
る
と
答
弁
し

て
い
る
の
に
、
実
行
さ
れ
て
い

な
い
が
。

町
長
の
意
図
ど
お
り
に
実

行
で
き
な
か
っ
た
。
改
め

て
、
町
長
の
考
え
と
町
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
の
利
用
規
程
に
基
づ

き
、
登
録
外
選
手
や
部
員
の
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
利
用
に
つ
い
て
条

件
な
ど
を
整
理
確
認
し
、
明
確

に
し
た
い
と
考
え
る
。

大
会
を
体
験
さ
せ
る
教
育

的
な
配
慮
や
、
保
護
者
の

経
済
的
な
負
担
軽
減
の
た
め

問

問

問

問 問

問 答

答答

答答

答

11

 　 上位大会出場に要する経費を補助

上位大会に出場する際の
町の対応は

答

山
や ま ざ き

﨑  守
も り ひ と

人  議員

録画映像は
こちらをCHECK



現
在
、
町
は
施
設
の
廃
止

を
理
由
に
臨
海
学
校
を
実

施
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
町

の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
海
は

身
近
な
も
の
で
は
な
く
、
海
で

の
体
験
は
な
か
な
か
で
き
な
い

の
で
、
臨
海
学
校
の
再
実
施
を

求
め
た
い
が
。

臨
海
学
校
は
、現
在
は「
国

立
赤
城
青
少
年
交
流
の

が
、
ま
だ
詳
し
い
調
査
は
し
て

い
な
い
。情
報
収
集
を
し
た
い
。

吉
岡
中
で
は
全
校
生
徒
の

１
割
以
上
が
吹
奏
楽
部

員
。
こ
れ
か
ら
大
人
に
な
っ
て

い
く
子
ど
も
た
ち
の
１
割
が
楽

器
演
奏
を
楽
し
む
町
に
な
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
を
地
域
資
源
と

し
、
音
楽
の
町
と
し
て
の
※
シ
テ

ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て

は
ど
う
か
。

中
学
生
の
日
常
的
な
積
み

重
ね
が
町
の
活
性
化
に
つ

な
が
っ
て
い
く
発
想
。
そ
う
い

っ
た
提
案
を
い
た
だ
く
に
至
っ

た
こ
と
は
、
教
育
の
大
き
な
成

果
だ
と
評
価
さ
れ
て
い
る
と
捉

え
、
町
と
し
て
大
き
な
誇
り
に

感
じ
て
い
る
。
中
学
生
の
音
楽

面
、
特
に
吹
奏
楽
部
の
活
躍
を

起
爆
剤
と
し
て
、
吉
岡
町
を
音

楽
の
町
と
し
て
地
域
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
す
る
た
め
に
は
、
吹
奏

楽
を
中
心
と
し
た
、
音
楽
を
楽

し
み
、
活
動
す
る
人
た
ち
が
集

う
た
め
の
基
盤
づ
く
り
が
ま
ず

必
要
で
あ
り
、
活
動
を
継
続
で

き
る
土
台
を
し
っ
か
り
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
重
要
。
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
お
け
る
１
つ
の
提

案
と
し
て
受
け
止
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

吹
奏
楽
部
楽
器
の
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
作

っ
て
展
開
し
て
は
ど
う
か
。

子
ど
も
た
ち
に
新
た
な
負

担
が
な
い
よ
う
な
形
で
実

施
し
た
い
。

問答

現在は宿泊体験学習を実施している
（画像提供：国立赤城青少年交流の家）

吉岡中吹奏楽部の活躍が町活性化の起爆剤に

家
」
で
の
自
然
体
験
の
実
施
に

変
更
し
て
い
る
。
海
と
山
で
の

実
際
の
体
験
の
違
い
に
つ
い
て

は
十
分
認
識
し
て
い
る
が
、
安

全
確
保
を
は
じ
め
検
討
す
べ
き

こ
と
が
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、

重
要
性
は
認
識
し
て
い
る
が
ま

だ
手
を
付
け
ら
れ
な
い
状
況
。

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ラ

ー
ニ
ン
グ
と
バ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、

子
ど
も
に
学
び
を
目
的
と
し
た

休
暇
の
取
得
を
認
め
る
制
度
。

愛
知
県
内
で
導
入
が
進
ん
で
お

り
、
子
ど
も
が
保
護
者
と
一
緒

に
学
校
外
で
の
体
験
活
動
を
通

じ
て
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
制
度
の
導
入
を
提

案
し
た
い
が
。

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る

問

問

問答

答

答

臨海学校の再実施を

 　 まだ手を付けられない状況

富
と み お か

岡  大
た い し

志  議員

録画映像は
こちらをCHECK

答

ミニ解説
※
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

地
方
自
治
体
が
地
域
の
魅
力
を

内
外
に
発
信
し
、
地
域
の
知
名

度
・
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
、
地

域
へ
人
・
物
・
金
を
呼
び
込
み

地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
た

め
の
広
報
・
営
業
の
こ
と
で
す
。

「
音
楽
の
町
」
で
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を

町
づ
く
り
の
提
案
と
し

て
受
け
止
め
る
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町名を前面に出した町の玄関口を

なり手不足が大きな課題
（保護司のバッジ）

秋
あ き や ま

山  光
み つ ひ ろ

浩  議員

録画映像は
こちらをCHECK

保
護
司
の
身
の
安
全
対
策

に
は
万
全
を
期
さ
な
く
て

は
な
ら
な
い
が
、
国
や
県
か
ら

指
導
や
協
力
依
頼
は
あ
っ
た
の

か
。

保
護
司
自
身
の
安
全
確
保

と
家
族
の
負
担
軽
減
の
観

点
か
ら
、
自
宅
以
外
の
面
接
場

所
に
つ
い
て
の
支
援
依
頼
が
、

総
務
省
・
法
務
省
連
名
で
発
出

さ
れ
た
。

滋
賀
県
で
発
生
し
た
保
護

司
殺
害
事
件
な
ど
の
影
響

も
あ
り
、
な
り
手
不
足
に
不
安

を
抱
え
て
い
る
と
聞
く
が
、
吉

岡
町
の
現
状
は
。

定
数
は
居
住
地
を
管
轄
す

る
保
護
区
ご
と
に
決
め
ら

れ
て
い
る
。
吉
岡
町
が
属
す
る

渋
川
北
群
馬
保
護
区
の
定
数
は

県
内
の
Ｉ

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
Ｃ
・
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
の
名
称
は
全
て
市
町

村
名
に
由
来
し
て
い
る
が
、
駒

寄
だ
け
は
例
外
で
あ
る
。
名
称

変
更
に
つ
い
て
、
今
ま
で
議
論

な
ど
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。

名
称
変
更
に
つ
い
て
議
論

さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。

過
去
に
あ
っ
た
数
件
の
名

称
変
更
事
例
を
分
析
す
る

と
、
大
き
な
経
済
効
果
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
本

格
的
に
進
め
る
産
業
団
地
開
発

な
ど
を
併
せ
考
え
る
と
、
町
名

を
前
面
に
出
し
た
町
の
玄
関
口

が
必
要
と
考
え
る
が
。

39
年
も
の
長
期
間
、
駒
寄

と
い
う
名
称
を
使
用
し
て

き
た
こ
と
、
さ
ら
に
名
称
変
更

に
は
前
橋
市
と
の
調
整
も
必
要

と
な
る
こ
と
か
ら
慎
重
な
検
討

が
必
要
と
考
え
る
。

来
年
は
関
越
道
開
通
40

年
、
吉
岡
と
い
う
名
称
が

生
ま
れ
て
70
年
、
昭
和
か
ら
数

え
て
１
０
０
年
と
い
う
節
目
の

年
に
当
た
る
。
３
つ
の
節
目
に

合
わ
せ
話
題
性
に
あ
ふ
れ
る
２

０
２
５
年
に
向
け
て
、
名
称
変

更
し
て
ほ
し
い
と
考
え
る
が
。

駒
寄
と
い
う
名
称
に
愛
着

を
感
じ
て
い
る
人
の
こ
と

も
考
慮
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
経

済
効
果
や
話
題
性
の
こ
と
も
総

合
的
に
併
せ
考
え
、
い
ろ
い
ろ

な
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

問 答答

55
人
だ
が
、
現
在
は
５
人
欠
員

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

更
生
保
護
女
性
会
が
、
多

く
の
関
係
団
体
と
連
携
し

な
が
ら
、
非
行
防
止
・
犯
罪
防

止
の
た
め
の
活
動
を
し
て
い
る

が
、
こ
の
活
動
を
円
滑
に
進
め

て
い
く
た
め
に
、
年
間
２
０
０

円
の
募
金
が
あ
る
。
こ
の
募
金

協
力
が
自
治
会
に
よ
り
大
き
な

差
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
非

常
に
大
事
な
活
動
を
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
全
自
治
会
が
足
並

み
を
揃
え
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
。

募
金
の
趣
旨
を
周
知
し
、

協
力
を
呼
び
か
け
る
こ
と

は
非
常
に
大
事
な
こ
と
と
認
識

し
て
い
る
。
引
き
続
き
各
団
体

と
の
協
議
を
続
け
た
い
。

問

問

問

問

問

答

答答

答

答

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
名
称
変

更
は

議
論
さ
れ
た
こ
と
は
な

い
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高
齢
者
対
象
の
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
助
成
は
。

自
己
負
担
額
は
、
３
千
円

で
あ
る
。
ま
た
、
中
学
３

年
生
と
高
校
３
年
生
も
対
象
に

加
え
た
。

視
覚
障
害
者
の
人
た
ち
が

情
報
を
得
や
す
く
す
る
た

め
に
※
ユ
ニ
ボ
イ
ス
が
あ
る
。

町
で
も
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

導
入
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
全
庁

的
に
検
討
し
た
い
。

面
積
の
小
さ
な
陣
場
自
治

会
の
地
域
内
に
、
農
業
振

興
地
域
が
あ
る
が
、
時
代
の
変

遷
も
あ
り
除
外
で
き
な
い
か
。

町
で
は
、
都
市
計
画
の
用

途
指
定
地
域
を
除
い
た
全

域
が
農
業
振
興
地
域
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
農
用
地
区
域
か
ら

の
除
外
に
は
、
法
令
上
の
６
つ

の
要
件
を
全
て
満
た
す
必
要
が

あ
る
。吉

岡
分
の
産
業
団
地
か
ら

イ
ン
タ
ー
へ
ア
ク
セ
ス
す

る
南
北
の
道
路
建
設
が
必
要
と

思
う
が
、
計
画
に
入
っ
て
い
る

の
か
。午ご

お
う
ず

王
頭
川
に
橋
を
架
け

て
、
産
業
団
地
と
県
道
南

新
井
前
橋
線
を
結
ぶ
ル
ー
ト
を

整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
の
出
入
り
口

に「
よ
う
こ
そ
吉
岡
町
へ
」

な
ど
の
大
き
な
広
告
塔
を
設
置

し
、
も
っ
と
町
を
ア
ピ
ー
ル
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

自
治
体
間
の
協
議
も
必
要

で
あ
り
、
設
置
に
つ
い
て

は
今
後
研
究
し
た
い
。

以
前
に
も
質
問
し
た
が
、

高
齢
者
の
安
心
対
策
と
し

て
、
見
守
り
ラ
イ
ト
の
導
入
を

強
く
要
望
し
た
い
が
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
や
ご

み
出
し
支
援
事
業
な
ど
、

高
齢
者
の
生
活
支
援
に
安
否
確

認
サ
ー
ビ
ス
を
付
帯
し
た
事
業

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
が
、
見

守
り
支
援
を
さ
ら
に
拡
充
す
る

必
要
性
が
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
事
業
の
拡
充
に
向
け
検
討

し
た
い
。

問問 答答

バラスの部分が官地

産業団地の吉岡町の予定地

町
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の

入
所
定
員
の
見
直
し
は
あ

る
の
か
。

町
外
か
ら
転
入
し
て
き
た

人
が
大
多
数
を
占
め
て
い

る
状
況
に
あ
り
、
大
規
模
施
設

が
必
要
か
検
討
す
る
余
地
が
あ

る
。
現
状
で
は
、
定
員
に
対
す

る
規
定
の
見
直
し
は
考
え
て
い

な
い
。未

舗
装
の
官
地
は
、
町
が

舗
装
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

農
地
の
宅
地
開
発
に
伴
っ

て
、
未
舗
装
の
官
地
が
多

く
存
在
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
原
則
的
に
は
、
除
草
な
ど

の
管
理
は
町
が
行
う
。
ま
た
、

要
望
が
あ
れ
ば
個
人
の
負
担
に

な
る
が
、
申
請
し
て
舗
装
が
で

き
る
。

問 問

問問

問問

答答

答答

答 答

コロナワクチンの助成で
負担は

 　 自己負担は３千円である

飯
い い じ ま

島　衛
まもる

  議員

録画映像は
こちらをCHECK

答

高
齢
者
に
見
守
り
ラ
イ

ト
を

事
業
の
拡
充
に
向
け
検

討
し
た
い

ミニ解説
※
ユ
ニ
ボ
イ
ス

印
刷
物
の
文
字
情
報
を
二
次
元

コ
ー
ド
に
変
換
し
た
も
の
で
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
専
用
読
み

取
り
装
置
で
読
み
取
る
こ
と
で

情
報
を
音
声
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
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通学用ヘルメット

町内起業者が製作した打楽器

吉岡町スポーツ表彰

大
お お い

井  俊
しゅんいち

一  議員

録画映像は
こちらをCHECK

小
・
中
学
生
の
各
種
活
動

を
通
し
た
郷
土
愛
の
育
み

方
は
。ヤ

マ
ダ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
陸
上
競
技
部
の
陸
上
教

室
や
金
管
部
、
ね
こ
の
手
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
が
あ
る
。

ナ
イ
タ
ー
陸
上
や
吉
中
ボ
ラ
ン

更
な
ど
危
険
性
と
問
題
点
を

ク
リ
ア
す
べ
く
取
り
組
ん
で
い

る
。
体
育
館
に
は
冷
房
機
は
な

い
。
空
調
設
備
設
置
に
つ
い
て

研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。
自

転
車
運
転
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
は
、
通
気
性
・
暑
さ
の
面
で

心
配
。
休
憩
や
水
分
補
給
な

ど
で
身
を
守
る
よ
う
指
導
し
て

い
る
。
熱
中
症
予
防
の
観
点
か

ら
の
希
望
者
の
通
学
バ
ス
利
用

は
、
現
段
階
で
は
難
し
い
。
部

活
動
地
域
移
行
指
導
者
研
修
会

で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
、

理
解
と
体
制
づ
く
り
を
働
き
か

け
た
い
。
高
齢
者
の
移
動
の
支

援
に
つ
い
て
の
通
学
バ
ス
の
活

用
は
町
全
体
の
課
題
と
し
て
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、
協
力
で

き
る
と
こ
ろ
は
協
力
し
た
い
。

子
ど
も
の
栄
養
面
か
ら
の
熱
中

症
対
策
は
、
相
談
が
あ
れ
ば
、

必
要
な
情
報
提
供
を
し
た
い
。

町
内
起
業
者
へ
の
支
援
状

況
は
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し

た
制
度
も
視
野
に
入
れ
研

究
し
た
い
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け

る
、
町
内
行
事
へ
の
安
心

安
全
な
町
民
参
加
は
。

町
単
独
で
の
コ
ロ
ナ
感
染

症
情
報
の
発
信
は
し
て
い

な
い
。
地
域
の
文
化
・
人
々
・

も
の
と
の
交
流
の
機
会
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。

３
歳
以
上
の
園
児
や
、
ひ

ば
り
の
家
利
用
者
の
給
食

費
の
補
助
は
。

ひ
ば
り
の
家
の
給
食
は

10
月
か
ら
希
望
者
に
提
供

予
定
。
他
の
児
童
・
生
徒
と
同

一
と
す
る
の
が
良
い
。
３
歳
以

上
の
園
児
へ
の
給
食
費
補
助
は

通
園
し
て
い
な
い
幼
児
の
保
護

者
と
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
考

え
て
い
な
い
。

テ
ィ
ア
・
吹
奏
楽
演
奏
・
合
唱

な
ど
で
町
民
と
交
流
し
て
い

る
。
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、

文
化
面
で
の
活
躍
の
功
績
な
ど

を
た
た
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
ど
う
か
、
庁
内
で
も
話
題
に

し
て
考
え
た
い
。

部
活
動
地
域
移
行
・
自
転

車
通
学
な
ど
に
係
る
熱
中

症
対
策
は
。

令
和
６
年
５
月
に
吉
岡
町

小
中
学
校
熱
中
症
予
防
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
。
体
育
大

会
や
運
動
会
の
開
催
時
期
変

問

問

問

問問

答

答

答

答 答

答

小・中学生の郷土愛の育み方は

 　 庁内でも話題にして考えたい

小
・
中
学
生
の
熱
中
症

対
策
は

空
調
設
備
設
置
を
研
究
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令
和
５
年
度
決
算
結
果
を

受
け
、
町
長
の
町
の
財
政

状
況
に
つ
い
て
の
所
感
と
「
将

来
に
責
任
の
あ
る
行
政
」
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

経
常
収
支
比
率
は
年
々
上

昇
し
て
お
り
、
財
政
構
造

の
硬
直
化
も
高
い
水
準
で
、
財

源
的
に
余
裕
が
あ
る
と
は
言
え

の
目
的
の
一
つ
に
町
の
財
源
確

保
が
あ
る
。
こ
こ
で
改
め
て
自

主
財
源
確
保
の
必
要
性
に
つ
い

て
ど
う
考
え
る
か
。

財
源
と
な
る
税
収
が
増
え

て
も
、
そ
れ
に
比
例
し
て

義
務
的
経
費
も
増
え
る
こ
と
に

な
る
。
ま
た
、
自
由
に
利
用
で

き
る
財
源
が
、
飛
躍
的
に
伸
び

る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
自

主
財
源
確
保
の
必
要
性
は
十
分

承
知
し
て
い
る
が
、
経
費
の
分

担
、
ま
た
は
世
代
間
の
公
平
性

の
確
保
、
必
要
に
応
じ
て
地
方

債
を
利
用
し
な
が
ら
財
政
運
営

を
行
い
た
い
。

三
津
屋
古
墳
・
南
下
古
墳

群
を
国
指
定
史
跡
に
す
る

活
動
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て

い
く
の
か
。

三
津
屋
古
墳
は
、
国
指
定

相
当
の
埋
蔵
文
化
財
リ
ス

ト
に
登
載
さ
れ
、
文
化
庁
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
さ
れ
て
い

る
。
今
後
は
、
調
査
報
告
書
に

基
づ
き
、
史
跡
と
し
て
の
本
質

的
価
値
に
つ
い
て
、
有
識
者
お

よ
び
国
・
県
の
指
導
助
言
を
受

け
な
が
ら
調
査
研
究
を
行
う
こ

と
で
、
国
指
定
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。
南
下
古
墳
群
に
つ
い

て
も
、
有
識
者
か
ら
指
導
助
言

を
受
け
な
が
ら
調
査
研
究
し
た

い
。
来
年
度
、
有
識
者
と
住
民

か
ら
な
る
古
墳
の
保
存
活
用
検

討
委
員
会
設
立
に
向
け
、
要
綱

の
整
備
や
人
選
を
進
め
る
予

定
。

問答

商業進出で税収が増えた（インター東側）

国指定史跡になることに期待（三津屋古墳）

な
い
状
況
。
そ
の
要
因
の
１
つ

に
、
義
務
的
経
費
の
歳
出
に
占

め
る
割
合
が
多
い
状
況
で
あ

り
、
言
い
方
を
変
え
れ
ば
、
施

策
と
し
て
自
由
に
利
用
で
き
る

財
源
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
と

な
り
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
今
後
も
事
業
実
施
に
つ
い

て
は
、
事
業
規
模
・
財
政
状
況

な
ど
を
見
据
え
た
上
で
行
っ
て

い
き
た
い
。
同
時
に
、
将
来
に

向
け
て
必
要
な
投
資
は
積
極
的

に
行
い
た
い
。

駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
東
側

の
大
型
商
業
施
設
の
税
収

は
ど
れ
く
ら
い
か
。

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は

約
４
３
０
０
万
円
。
法
人

税
に
つ
い
て
は
約
１
６
０
０
万

円
。

町
で
は
、
イ
ン
タ
ー
西
側

に
企
業
誘
致
す
る
計
画
が

進
行
し
て
い
る
。
工
業
団
地
の

分
譲
・
販
売
方
法
の
選
択
に
よ

っ
て
は
、
数
十
億
円
に
も
上
る

と
予
想
さ
れ
る
土
地
開
発
公
社

の
借
り
入
れ
を
債
務
保
証
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
企
業
誘
致

問問

問 答

答

答

「将来に責任ある行政」
についての考えは

 　 必要な投資は積極的に行いたい

坂
さ か た

田  一
か ず ひ ろ

広  議員

録画映像は
こちらをCHECK

答

国
指
定
史
跡
に
向
け
た

活
動
は

保
存
活
用
検
討
委
員
会

設
立
に
向
け
準
備
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学校給食で地産地消を

小
こ い け

池  春
は る お

雄  議員

録画映像は
こちらをCHECK

令
和
６
年
３
月
議
会
で
吉

岡
町
敬
老
年
金
条
例
の
改

正
が
行
わ
れ
た
。
１
つ
目
が
名

称
の
変
更
で
、
敬
老
の
文
字
を

削
除
し
て
長
寿
祝
金
に
変
え

た
。
敬
う
と
い
う
精
神
は
ど
こ

へ
行
っ
た
の
か
。
高
齢
者
を
軽

ん
じ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。
２

つ
目
が
、
支
給
年
齢
の
引
き
上

げ
で
、
80
歳
と
85
歳
を
な
く
し

て
、
88
歳
・
90
歳
・
95
歳
、
そ

し
て
１
０
０
歳
以
上
と
な
っ

た
。
寿
命
の
延
伸
と
は
い
え
、

こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の

か
。

多
年
に
わ
た
り
社
会
に
尽

力
し
て
き
た
高
齢
者
の
長

寿
を
祝
福
し
、
広
く
町
民
の
高

齢
者
福
祉
に
対
す
る
理
解
と
敬

老
精
神
の
高
揚
を
促
す
た
め
で

老
人
会
に
１
人
い
く
ら
の

補
助
を
出
し
て
い
る
の
か
。

老
人
会
の
助
成
関
係
に
つ

い
て
は
、
改
め
て
研
究
な

ど
す
る
。

リ
バ
ー
ト
ピ
ア
吉
岡
の
利

用
料
は
、
近
隣
の
公
的
温

泉
よ
り
非
常
に
高
く
な
り
批
判

も
あ
る
。
設
置
時
の
目
的
は
、

町
民
の
福
祉
の
た
め
で
あ
る
。

榛
東
村
は
３
０
０
円
、
吉
岡
町

は
６
０
０
円
。
人
は
安
い
ほ
う

に
行
く
た
め
、
間
違
い
な
く
入

館
者
は
減
る
。
住
民
が
入
浴
し

や
す
い
料
金
体
系
が
求
め
ら
れ

る
が
、
対
応
は
。

し
ば
ら
く
は
現
行
の
方
針

で
進
め
て
い
き
た
い
。

給
食
費
無
償
化
が
県
内
で

進
み
、
35
市
町
村
の
う
ち

未
実
施
は
13
市
町
村
。
吉
岡
町

も
早
く
実
施
す
べ
き
と
考
え
る

が
。

今
後
も
一
定
の
負
担
を
求

め
て
い
き
た
い
。

学
校
給
食
の
地
産
地
消
へ

の
取
り
組
み
は
。
町
の
今

後
の
農
業
の
在
り
方
を
真
剣
に

考
え
、
農
家
を
支
え
、
子
ど
も

た
ち
に
安
全
・
安
心
な
給
食
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
。

農
家
へ
の
補
助
制
度
の
整

備
や
、
給
食
に
よ
る
地
産

地
消
の
メ
リ
ッ
ト
を
広
く
周
知

し
、
農
業
関
係
者
や
生
徒
・
保

護
者
の
理
解
を
求
め
る
な
ど
の

方
法
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

答

リ
バ
ー
ト
ピ
ア
吉
岡
の

利
用
料
値
下
げ
を

学
校
給
食
の
無
償
化
を

現
行
の
方
針
で
進
め
た

い一
定
の
負
担
を
求
め
る

あ
り
、
高
齢
者
を
敬
う
町
の
姿

勢
に
何
ら
変
化
は
な
い
。
そ
の

一
方
で
、
我
が
国
は
65
歳
以
上

の
人
口
の
割
合
が
全
人
口
の

21
％
以
上
を
占
め
る
超
高
齢
社

会
が
到
来
し
て
い
る
。
楽
し
み

に
し
て
い
る
人
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
い
う
話
を
伺
い
、
大
変
申

し
訳
な
い
気
持
ち
で
は
あ
る

が
、
高
齢
者
の
多
様
性
に
配
慮

し
た
施
策
の
推
進
に
活
用
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
の

で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

老
人
会
に
確
認
は
し
た
か
。

聴
取
は
し
て
い
な
い
。

問

問

問

問

問

問

答

答答

答答

答

入浴しやすい料金体系に（リバートピア吉岡）

高齢者を敬う精神はどこへ

 　 敬う町の姿勢に何ら変化はない
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保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園

は
入
園
を
希
望
す
る
人
に

と
っ
て
厳
し
い
状
況
だ
が
、
待

機
児
童
対
策
は
。

時
期
は
未
定
だ
が
増
築
・

定
員
増
計
画
を
協
議
中
。

引
き
続
き
待
機
児
童
対
策
に
最

優
先
で
取
り
組
む
。

め
に
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
便
性
と

留
意
点
を
、
次
に
使
い
方
を
学

び
、
そ
し
て
各
教
科
で
積
極
的

に
日
常
使
用
し
て
い
く
順
序
と

し
、
段
階
を
踏
ん
で
進
む
方
針

を
考
え
て
い
る
。
子
ど
も
に
と
っ

て
急
速
な
変
化
と
な
ら
ぬ
よ
う

に
、
慎
重
に
少
し
ず
つ
進
め
る
。

県
道
前
橋
伊
香
保
線
吉
岡

バ
イ
パ
ス
は
、
宮
東
交
差

点
ま
で
が
供
用
開
始
後
20
年
以

上
経
過
し
た
。
そ
の
先
が
未
着

手
な
の
は
な
ぜ
か
。
県
の
計
画

の
現
状
は
。

現
状
は
、「
着
手
に
向
け

て
検
討
す
る
事
業
」だ
が
、

事
業
化
は
さ
れ
て
い
な
い
。
考

え
ら
れ
る
理
由
は
県
内
他
路
線

と
の
優
先
度
の
違
い
。
以
前
よ

り
渋
川
市
と
連
携
し
た
要
望
活

動
に
お
い
て
、
県
の
県
土
整
備

部
長
お
よ
び
渋
川
土
木
事
務
所

長
に
着
手
を
強
く
要
望
し
て
い

る
。

県
道
前
橋
伊
香
保
線
吉
岡

バ
イ
パ
ス
の
延
伸
は
、
上

毛
大
橋
に
始
ま
っ
た
吉
岡
町
都

市
計
画
道
路
の
集
大
成
と
な
る

事
業
。
延
伸
実
現
の
た
め
の
戦

略
は
。第

一
に
要
望
活
動
を
足
し

げ
く
重
ね
る
こ
と
。
次
に

渋
川
市
と
の
境
界
付
近
に
お
け

る
産
業
団
地
の
整
備
構
想
を
模

索
し
て
い
る
。
産
業
団
地
へ
通

じ
る
県
道
前
橋
伊
香
保
線
吉
岡

バ
イ
パ
ス
が
延
伸
し
て
整
備
と

な
れ
ば
、
吉
岡
町
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
改
定
し
て
、

早
い
段
階
で
の
産
業
団
地
の
事

業
化
を
考
え
て
い
る
。

問答

増築され４０人定員増となる駒寄第３学童クラブ

県道大久保上野田線の建設を待つ
（関越自動車道のボックスカルバート）

学
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童

数
は
深
刻
な
の
で
は
。
施

設
増
を
推
進
し
、
入
所
条
件
を

緩
和
す
る
考
え
は
。

本
年
度
中
に
駒
寄
第
３
学

童
ク
ラ
ブ
を
増
築
、
40
人

の
定
員
増
を
実
施
す
る
が
、
入

所
条
件
の
緩
和
の
余
裕
が
な

い
。
新
施
設
の
建
設
は
候
補
地

な
ど
の
検
討
を
始
め
て
い
る
。

学
童
ク
ラ
ブ
入
所
条
件
か

ら
外
れ
る
児
童
の
長
期
休

校
期
間
で
の
見
守
り
を
条
件
緩

和
し
て
実
施
で
き
な
い
か
。

当
該
児
童
の
受
け
入
れ
は

現
状
難
し
い
。
学
童
ク
ラ

ブ
の
支
援
員
が
、
慢
性
的
な
人

手
不
足
の
状
態
。
募
集
は
し
て

い
る
が
応
募
は
少
な
い
。

学
習
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
導
入

す
る
教
育
効
果
は
大
き
い

が
、
そ
の
悪
影
響
か
ら
児
童
・

生
徒
を
守
っ
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
の

効
果
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た

め
の
指
導
の
考
え
方
は
。

生
成
Ａ
Ｉ
動
作
の
仕
組
み

を
教
え
る
な
ど
、
限
定
的

な
利
用
か
ら
始
め
て
い
く
。
初

問

問

問 問

答

答

保育園などの待機児童対策は

 　 増築・定員増計画を協議中

飯
い い づ か

塚  憲
け ん じ

治  議員

録画映像は
こちらをCHECK

答

吉
岡
バ
イ
パ
ス
延
伸

未
着
手
な
ぜ
か

本
路
線
よ
り
優
先
度
の

高
い
路
線
の
存
在

答答答 問

18



小学校入学をスムーズに

早期設置に期待
（駒寄スマート IC 南交差点）

駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

南
交
差
点
の
右
折
信

号
は
い
つ
設
置
す
る
の
か
。

県
議
会
議
員
か
ら
も

設
置
要
請
が
あ
り
、

本
年
度
末
を
目
標
に
進
め

る
こ
と
に
な
っ
た
。

明
治
小
周
辺
を
ゾ
ー

ン
30
プ
ラ
ス
、
駒
寄

小
周
辺
を
ゾ
ー
ン
30
の
予

定
は
。ゾ

ー
ン
30
プ
ラ
ス
は

ハ
ン
プ
な
ど
物
理
的

デ
バ
イ
ス
を
設
け
、
生
活

道
路
の
人
優
先
の
整
備
に

取
り
組
む
も
の
。
明
治
小

周
辺
の
指
定
は
通
学
路
の

合
同
点
検
の
意
見
を
考
慮

し
検
討
し
た
い
。
駒
寄
小

周
辺
地
域
に
つ
い
て
は
、

問問 答答

地
元
自
治
会
な
ど
か
ら
声

が
上
が
れ
ば
渋
川
警
察
署

へ
上
申
し
た
い
。

住
宅
街
の
通
過
車
両

の
進
入
防
止
は
。

周
辺
生
活
道
路
へ
の

進
入
抑
止
策
で
看
板

を
設
置
。

通
学
路
の
よ
り
一
層

の
安
全
対
策
を
求
め

た
い
が
。

関
係
機
関
と
合
同
点

検
で
、
対
策
を
協
議

し
整
備
を
考
え
る
。

水
難
事
故
防
止
の
教

育
指
導
は
。

「
考
え
て
行
動
で
き

る
人
」
の
育
成
に
力

を
注
い
で
い
る
。ま
た
海・

川
に
は
大
人
と
一
緒
に
出

掛
け
る
よ
う
指
導
。

問問問 答答答

駒寄スマートIC南交差点
右折信号の設置は

 　 本年度末を目標に進める

宮
み や う ち

内  正
ま さ は る

晴  議員
録画映像は
こちらをCHECK

藤
ふ じ た

多 ゆかり  議員
録画映像は
こちらをCHECK

文
部
科
学
省
で
は
令

和
４
年
度
か
ら
、
小

学
校
入
学
前
の
５
歳
か
ら

小
学
１
年
生
ま
で
の
期
間

を
架
け
橋
期
と
捉
え
、
幼

少
期
か
ら
つ
な
が
り
の
あ

る
教
育
の
実
現
を
目
指
し

幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
策
定
さ
れ
た
が
、

町
で
の
取
り
組
み
は
。

幼
児
教
育
と
小
学
校

低
学
年
の
教
育
は
共

通
す
る
理
念
・
方
針
の
下

行
わ
れ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。
交
流
に
よ
る
状

況
把
握
と
職
員
間
の
密
な

情
報
交
換
を
行
い
円
滑
な

接
続・連
携
を
進
め
て
い
る
。

ひ
ば
り
の
家
の
利
用

状
況
は
。

問答

７
月
１
日
の
開
所
以

来
、
夏
季
休
業
中
も

２
～
３
人
の
定
期
的
な
利

用
が
あ
り
、
夏
休
み
明
け

に
は
６
人
の
利
用
が
あ
っ

た
。

ひ
ば
り
の
家
の
給
食

の
早
期
実
施
を
。

給
食
を
10
月
か
ら
提

供
で
き
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
る
。

プ
ラ
ご
み
の
収
集
回

数
増
加
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

収
集
回
数
を
増
や
す

に
当
た
り
、
経
費
面
、

現
在
の
収
集
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
大
幅
に
見
直
す
必
要
が

あ
り
、
本
年
度
中
に
は
回

数
を
増
や
す
こ
と
は
難
し

く
、
早
く
て
も
来
年
度
以

降
と
考
え
て
い
る
。

問

問問 答答答

幼保小の架け橋プログラムの
取り組みは

 　 円滑な接続・連携を進めている答

答
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プラスチックの
ごみはかさばる

駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

西
側
産
業
団
地
関
係

者
は
何
人
な
の
か
、
ま
た

ア
ン
ケ
ー
ト
は
全
員
に
配

布
で
き
た
の
か
。

関
係
者
は
１
１
１
人
。

説
明
会
欠
席
者
に
は

郵
送
に
て
配
布
済
み
。

回
収
状
況
は
。

全
て
の
回
答
が
得
ら

れ
る
よ
う
、
現
在
対

応
に
あ
た
っ
て
い
る
。

進し
ん
ち
ょ
く捗
状
況
を
関
係
者

や
周
辺
住
民
な
ど
、

町
民
に
対
し
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
開
示
し
て
い
く

べ
き
で
は
。

現
在
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
精
査
中
。
あ
る

問問問 答答答

程
度
の
内
容
が
ま
と
ま
り

次
第
住
民
説
明
会
な
ど
を

通
じ
て
報
告
し
、
適
宜
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
く
。次

期
最
終
処
分
場

「
吉
岡
町
」
の
、
令
和

６
年
度
の
測
量
・
地
質
調

査
の
進
捗
状
況
は
。

現
在
渋
川
広
域
組
合

で
は
、
町
が
報
告
し

た
候
補
地
の
範
囲
を
中
心

に
測
量
を
実
施
中
。
地
質

調
査
は
、
場
所
が
確
定
し

な
い
た
め
行
っ
て
い
な
い
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の

ご
み
収
集
は
当
初
の

想
定
量
よ
り
少
な
い
と
い

う
が
。現

在
当
初
想
定
し
て

い
た
量
の
55
％
程
度

の
搬
入
量
で
あ
る
。

問問 答答

産業団地関係者アンケート
状況は

 　 関係者全員へ配布済み

冨
と み お か

岡  栄
え い い ち

一  議員
録画映像は
こちらをCHECK

答
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お便りコーナーお便りコーナー 多くのご意見・ご要望が寄せられました。

　紙面にカラーが多くなって見やすく
なった。賛否一覧は紙面に出したほ
うが手間がかからずいいと思います。
プラスチックは毎週回収してほしい。

　商業施設が増え、住みやすく
なった分、犯罪などが心配です。
防犯カメラの設置を増やすなど、
より良く住みやすくなるよう願っ
ています。

　生まれてから吉岡町に住
んで、もう９年です。とて
も住みやすい町です。

　吉岡町の魅力を教えてくだ
さい。この応募を二次元コード
からできるようにしていただけ
たら嬉しいです。

　議員さんのご意見・要望案に
感心させていただいております。
ありがとうございます。

　暑さ厳しい折、お体に気をつけて
町の発展のため活躍を期待します。

　夏休みに入り、初めてギカイだよりを読んで
議会体験をして良いことを考えていきたいです。

　プラスチックの分別を始めてみると、改め
てプラ表示のごみが多いことに気づきました。
「想定していた収集量より相当少ない」とのこ
とで、皆さんの分別意識が増えるといいですね。

　一般質問と答弁の内容を知
ることができて、大変よいと
思います。

　クイズがあることで内容を
しっかり読むきっかけとなって
います。自分が住む地域のこと
がよく分かり、面白いです。

　表紙が変わりましたね。あなたのが
ポイントですよね。自分のために熟読
したいと思います。
　暑い日が続きますが、体調崩さずに。



虚礼廃止にご協力を
議員は公職選挙法に基づき以下の行為は禁止されています。

□お歳暮　□年賀状　□お祭りへの寄付　など
また、町民の皆さまが議員に寄付などを求めることも禁止されています。趣旨をご理解のうえご協力をお願いします。

町内会の集会や
旅行などの催物
への寸志や飲食
物の差し入れ

入学祝・
卒業祝

秘書などが代理
で出席する場合
の葬式の香典

葬式の花輪・
供花

落成式・
開店祝の花輪

お祭りへの
寄付や差し入れ

秘書などが代
理で出席する
場合の結婚祝

お歳暮や
お年賀

地域の運動会や
スポーツ大会へ
の飲食物の差し
入れ
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  主な活動内容

  対象

  任期

  募集人数

  募集期間

  応募方法

・議会だより発行時に郵送されるアンケート用紙へご意見などの記入
・議会だよりモニター会議への参加（年 1 回を予定）

・１８歳以上の町民
・議会が行う広報・広聴活動に深い関心を持ち、かつ、公正な社会的
  見識を有する人
・現に吉岡町の職員でない人

委嘱の日（令和 7 年 2 月頃を予定 ) から 1 年間

16人以内
※応募多数の場合は、抽選とさせていただきます

令和 6 年 10 月 18 日（金）から 11 月 18 日（月）まで（必着）

任意の様式で①住所、②氏名、③年齢、④性別、⑤電話番号、⑥日
中の連絡先（⑤と同じであれば不要）を明記の上、電子申請、郵送、
FAX または持参により応募ください。

▲詳細はホームページ
　をご覧ください

▲電子申請はこちら

  応募先 　吉岡町議会事務局
〒 370-3692　吉岡町大字下野田 560 番地
FAX：0279-54-3203

議会だよりモニターを募集します
　吉岡町議会では、町民の皆さまからの意見を聴取して、より内容の充実を図ることを目的に、議会だよ
りモニターを募集します。
　皆さまのご応募をお待ちしております。



年
4
回
発
行

発
　行
　吉
岡
町
議
会

責
任
者
　議
長
　廣
嶋
　隆

編
　集
　議
会
広
報
常
任
委
員
会

☎

No14５

編
集
後
記

編
集
委
員

　黄
金
色
の
じ
ゅ
う
た
ん
の
稲

刈
り
も
終
わ
り
、
果
物
も
お
い

し
く
、
ま
た
木
々
が
色
づ
く
紅

葉
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
食

欲
の
秋
・
実
り
の
秋
で
す
。
私
た

ち
編
集
委
員
も
親
し
み
を
感
じ

る
、
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
る
、

実
り
あ
る
ギ
カ
イ
だ
よ
り
に
取

り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

 

（
宮
内

　正
晴
）

見やすいユニバー
サルデザインフォ
ントを採用してい
ます。

委
員
長

　富
岡

　大
志

副
委
員
長

　藤
多
ゆ
か
り

委

　
　員

　冨
岡

　栄
一

　
　
　
　
　宮
内

　正
晴

　
　
　
　
　大
井

　俊
一

　
　
　
　
　春
山

　和
久

　
　
　
　
　山
﨑

　守
人

あ
な
た
の
ギ
カ
イ
だ
よ
り

次の議会は12月上旬を予定しています。
会議は９時３０分から始まります。
詳しい日程などは広報よしおか１１月号
に掲載されます。
また、町ホームページでもお知らせし
ます。

皆さんの傍聴を
お待ちしています
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　吉岡中吹奏楽部

楽器クラウドファンディング開始
目標金額２００万円
令和７年１月６日まで

よしおか NO.145

Q A&
問１

問２

問３

令和６年第３回定例会の会期は何日間でしょう。
Ａ．１２日間　　Ｂ．１３日間　　Ｃ．１４日間

委員会発議は何件でしょう。
Ａ．２件　　Ｂ．３件　　Ｃ．４件

一般質問は何人が行ったでしょう。
Ａ．１０人　　Ｂ．１１人　　Ｃ．１２人

応募方法　
 ・はがきに答えの記号（例１－Ａ）、住所、氏名、年齢、
　職業の記入または二次元コードから応募してください。
　※個人情報は商品の発送のみに使用します。
 ・ご意見やご要望などもあわせてお寄せください。
　「お便りコーナー」で紹介します。

応募先　
　〒 370–3692　
　吉岡町大字下野田５６０番地　吉岡町議会事務局

応募期限　１２月１日消印有効

賞品　正解者の中から抽選で５人に、図書カード 1,000 円分
をプレゼントします。当選者の発表は、商品の発送をもって
代えさせていただきます。

  前回の正解は１－Ｃ、２－Ａ、３－Ｂでした。

　吉岡中学校吹奏楽部は、演奏を聴いてくださる
人々に「最

さ い こ う

幸」の音を届けること、コンクールで
全国大会に出場することを目標に、日々練習に励
んでいます。
　部員たちは吹奏楽が大好きで、仲間を大切にで
きる子ばかりです。楽器もまた卒業生の想いとと
もに大切に引き継いできましたが、老朽化が進み、
楽器不足が深刻な問題となっています。
　限られた青春の時間、部員たちが不自由なく音
を楽しみ最高のパフォーマンスができるよう、ま
た輝く音色と笑顔を未来につなげていけるよう、
ご支援のほどよろしくお願いいたします。

（吉岡中　吹奏楽部保護者会会長）

▲詳細はホーム
　ページを
　ご覧ください

▲応募はこちら


